
別紙-3

MPレーダ雨量計設備

点検基準（案）及び点検業務積算基準（案）



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「総合点検」001　レーダ雨（雪）量計システム（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 運用者等からの確認及び
報告等

前回作業時以降のシステム動作状況等の確
認及び作業結果概要の報告等を行う。

　 ○
システム運用者等との連携及
び効果的な作業実施

2 運用記録の確認 運用状態が正常に、記録されているかを確
認する。

○

3 表示内容の確認 データを正常に受信しているかをディスプ
レイ表示内容で確認する。

○ データの正常性の確認

4 監視制御機能の確認 監視制御装置等による動作及び応答機能を
確認する。

○
遠隔制御機能及びアラーム監
視機能の確認。

処理局、監視制御局

5 時計装置の確認 年月日時分が、正常に表示されていること
を確認する。

○ 時刻の正常性の確認
処理局
関東、近畿合成局

6 記録データの確認 各処理局で記録されているデータの種類内
容を確認する。

○ 記録データの正常性の確認
処理局
関東、近畿合成局

7 装置相互間の関連動作確
認

システム相互間関連動作を確認する。
○

システムの相互間関連動作の
確認

処理局
関東、近畿合成局

8 システム復旧機能確認 電源障害復旧時のシステム復旧機能を確認
する。 ○

電源障害復旧後の正常性の確
認

処理局
関東、近畿合成局

9 バックアップ機能の確認
複数サイトからのデータの複合処理及び結
束、保管処理等の機能を確認する。

○
バックアップ機能の確認。 処理局

関東、近畿合成局

「個別点検」011　レドーム（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

コーキング材の劣化状態を確認する。 ○
雨漏りの有無を確認する。 ○
パネル内外の損傷、塗装状況、及び膨らみ
がないか確認する。

○

ボルトの緩みを確認する。 ○
除雪ロープの状態を確認する。 ○

2 避雷針の接地抵抗確認 避雷針の接地抵抗を測定し確認する。
○ 接地抵抗計

標準値との照合
測定結呆の変化傾向の把握

仕様測定器 点検目的の概要

仕様測定器 点検目的の概要No. 確認事項の概要

作業の実施範囲、具体的方法 備　考

1

作業の実施範囲、具体的方法 備　考

点　検　周　期

外観構造確認

No. 確認事項の概要

点　検　周　期

周囲環境を考慮した機能維持

2



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」012　空中線装置（Xバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

安全スイッチの確認及びレドームシャッタ
等との連携を確認する。 ○

遠隔操作スイッチによる確認をする。 ○
総合動作確認とする。

ブラシ、スリップリングの確認及び清掃を
する。 ○

ノギス、温度計また
はサーモラベル

該当設備がある場合に実施

電磁ブレ－キの確認をする。 ○
モ－タ温度を測定し、正常であることを確
認する。（減速機含む）

○

3 ギアヘッドの確認 使用時間等の動作状況を確認する。 ○ 該当設備がある場合に実施
ギアを交換する。 ※
レゾルバ－を確認する。 ○
ギヤ－部の確認及び給脂を行う。 ○
主ギヤー部、減速ギヤー部の確認及び給
脂、給油をする。

○

旋回軸受、歯車等の確認及び給脂をする。 ○
伝達機構から潤滑油漏れがないか確認す
る。

○
該当設備がある場合に実施

タイミングベルトに亀裂、損傷がないか確
認する

○

タイミングベルトを交換する。 ※
6 潤滑油等の確認 各機構部の潤滑油を確認する。 ○

潤滑油を交換する。 ※
7 ロ－タリ－ジョイント部
の確認

導波管、ロータリージョイント部の異音、
その他以上がないか確認する。

○

リング面の確認及び清掃をする。
○

ブラシの状態を確認する。
○

ブラシを交換する。 ※
9 架台の水平レベルの確認 反射板を360°回転させた時の水準器の目

盛りを読取り確認する。
○

10 リミットスイッチの動作
確認

空中線のEL系を操作し、スイッチの動作す
る角度を確認する。

○

11 動作状況の確認 空中線駆動時の発生音、におい等に異常が
ないか確認する。

○

導波管取付け状態の確認をする。 ○

導波管加圧装置の動作を確認する。 ○ ストップウォッチ
圧力指示を確認する。 ○
MAIN表示灯の確認をする。 ○
乾燥タンク内の乾燥剤を確認する。 ○
乾燥剤を交換する。 ※
動作回数計指示値を確認する。 ○
保護機構の確認をする。 ○
エアーフィルタの清掃をする。 ○

13 オイルシールの確認 オイルシールの劣化状況を確認する。 ○
14 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態

の確認をする。
○

錆、塗装等の状態を確認する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

「個別点検」013　空中線制御装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い、標準値内であることを確認する。
　標準値　取扱説明書による

○
電圧計、デジタルマ
ルチメータ

装置の正常動作の維持

2 空中線回転速度の確認 空中線が１０回転するために必要な時間
（T）を測定し、１回転の所要時間(T/10)
が標準値内であることを確認する。
　標準値　±５％以内

○ ストップウォッチ

標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

3 ＡＺ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ
せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差
を確認する。
　誤差　　±１°以内

○

4 ＥＬ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ
せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差
を確認する。
　誤差　　±１°以内

○

任意の角度に完全停止させるまでの所要時
間を確認する

○

5 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。
○

機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

仕様測定器 点検目的の概要

仕様測定器 点検目的の概要

周囲環境を考慮した機能維持

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

No.

機器本体の清掃等

作業の実施範囲、具体的方法

2 駆動モ－タ確認及び清掃

4 角度検出機構確認

1 スイッチ類の確認

15

12 導波管の取付け及び気密
の確認

作業の実施範囲、具体的方法

確認事項の概要

点　検　周　期

点　検　周　期

No. 確認事項の概要

6

機器本体の清掃等

8 スリップリング及びブラ
シの確認清掃

伝達機構確認及び給脂、
給油

5

備　考

備　考

3



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」014　送信装置（Xバンドレーダ局：新スプリアス規格準拠）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い標準値内であることを確認する。
　標準値　取扱説明書による
表示パネルのメータリングを行い標準値内
であることを確認する。

○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

2 送信出力確認 電力計にて、平均電力を測定し、これによ
り算出を行い規格値内であることを確認す
る。
基準値　送信出力＋20％－50％
標準値　送信出力±10％ ○

パワーメータ

3 送信種信号出力確認 電力計にて、送信種信号を測定し、これに
より算出を行い規格値内であることを確認
する。
基準値　送信種信号出力±２dB
クライストロンもしくは多段半導体送信機
の入力端で測定する。

○

パワーメータ
ピークパワーメータ

測定できる場合は、点検を
実施

4 送信周波数確認 電力計と直列に周波数カウンタ－を接続し
て周波数測定を行い規格値内であることを
確認する。
基準値　指定周波数
標準値　±0.2MHz ○

周波数カウンタ
アッテネータ

5 不要輻射確認 スペクトラムアナライザ等で測定し基準値
内であることを確認する。
　帯域外領域：基本波の平均電力より
　　　　　　　40dBc以下
　スプリアス領域：基本波の平均電力より
　　　　　　　60dBc以下

○

スペクトラムアナラ
イザ

6 トリガ－パルス確認 基準トリガ－と送信トリガ－の間隔をシン
クロスコ－プにて測定を行い標準値内であ
ることを確認する。
標準値　±２％ ○

シンクロスコープ

7 送信パルス幅確認 送信パルス幅をシンクロスコ－プにて測定
を行い標準値内であることを確認する。
標準値　+20％,-0%以内

○

シンクロスコープ
アッテネータ
検波器

8 自蔵計器による確認 各部の電圧／電流を自蔵計器により確認す
る。

○
自蔵計器

9 動作表示及び警報用セン
サ状況確認

各警報用センサ及び表示灯等の動作確認す
る。

○

10 ＶＳＷＲの確認 ＶＳＷＲの測定を行い規格値内であること
を確認する。
標準値　1.4dB以下

○

パワーメータ

クライストロン又は多段半導体等をメータ
リングデータ、使用時間等の動作状況を確
認する。

○

クライストロンを交換する。 ※
12 繰返し周波数の確認 トリガー端子にオシロスコープ又は周波数

カウンターを接続し測定を行い、標準値内
であることを確認する。

○

13 監視ﾓﾆﾀによる確認 監視モニタにて送信出力値を確認し、測定
した送信出力値との相違がないか確認す
る。

○

14 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。 ○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。
○

機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

仕様測定器 点検目的の概要 備　考No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

機器本体の清掃等15

11 クライストロン又は多段
半導体等の確認

周囲環境を考慮した機能維持

4



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」015　受信／信号処理装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い標準値内であることを確認する。
　標準値　取扱説明書による
表示パネルのメータリングを行い標準値内
であることを確認する。

○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

2 受信機感度確認 ＳＧ置換により受信機感度の測定を行い標
準値内であることを確認する。
標準値　–110dBm以下

○

標準信号発生機器、
パルスジェネレー
タ、
シンクロスコープ

試験操作により受信機の特性試験を行い標
準値内であることを確認する。

○

ＳＧ置換により受信機特性の測定を行い標
準値内であることを確認する。
　標準値　入力レベル-20dBにおいて、直
　　　　　線範囲が80dB以上の範囲にわ
　　　　　たり対数特性精度±1.0dB以下

○

4 受信レベル差の確認 レーダ近傍のクラッタにて、水平偏波と垂
直偏波の受信電力値を比較して、顕著な差
が無いことを確認する。

○

5 ＴＲリミッタの確認 使用時間等の動作状況を確認交換する。 ○
ＴＲリミッタを交換する。 ※

6 トリガ－系の確認 基本トリガ－より受信ビデオのディレイ時
間を測定し、標準値内であることを確認す
る。

○
オシロスコープ

7 Ａ／Ｄ入出力特性確認 内部電源またはパルスジェネレ－タよりＤ
Ｃ信号入力し、Ａ/Ｄコンバ－タ出力にて
入出力特性の直線性を測定し、標準値内で
あることを確認する。 ○

パルスジェネレータ

8 ＭＴＩ処理機能の確認 パルス変調した波形を入力し、ＭＴＩ処理
機能を測定し、標準値内であることを確認
する。
　標準値　20dB以上

○

オシロスコープ
パルスジェネレータ

9 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

No.

10

点　検　周　期

作業の実施範囲、具体的方法 備　考

機器本体の清掃等

標準信号発生機器、
オシロスコープ、
電圧計、デジタルマ
ルチメータ

周囲環境を考慮した機能維持

仕様測定器 点検目的の概要確認事項の概要

受信機特性確認3

5



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」016　処理装置（受信／信号処理装置※、データ変換装置、データ蓄積装置）（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 操作部スイッチ機能の確
認

各スイッチ類による機能の確認をする。
○ 装置の正常動作の維持

2 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い標準値内であることを確認する。
　標準値　AC入力電圧±3％
　　　　　DC出力電圧±10％

○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

3 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対
象となるものは交換する。

○
必要となる装置のみ。

4 自動再起動の動作確認 停電復旧後、自動的にシステムが再起動す
ることを確認する。

○

5 予備機等の設定確認 現用機と予備機の設定情報が同じか確認す
る。

○
該当設備がある場合は、点
検を実施

キーボードの動作確認及び表示の確認をす
る。

○
必要となる装置のみ。

ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズな
どの確認する。 ○

7 ハードディスクの動作確
認

ハードディスクアクセスランプの目視確認
とOS異常ログの確認を行う。 ○

8 テストプログラムによる
動作確認

テストプログラムにより動作が正常である
ことを確認する。

○

9 パラメーターファイルの
バックアップ

全てのパラメーターデータのバックアップ
を取得する

○

10 制御機能の確認 制御信号により各装置の制御が正しく行わ
れることを確認する。

○

11 監視機能の確認 各装置からの状態等ステータス情報が正し
く表示できることを確認する。

○

12 時刻の確認 時計表示が時報と合致していることを確認
する。

○

13 記録データの確認 記録されているデータの種別・期間を確認
し正しく記録されていることを確認する。

○

14 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
の確認をする。 ○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

「個別点検」017　データ変換装置時計装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子等により各電
圧を確認する。 ○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

2 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対
象となるものは交換する。

○

親時計と子時計の時刻が、標準時計と合っ
ていることを確認する。

○

ＦＭ放送受信状況が、正常であることを確
認する。

○

4 接続部の確認 ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩
み等のないことを確認する。

○

機器本体外面の清掃をする。 ○
ファン、フィルタの清掃をする。 ○
機器据付状態、緩みなどのないことを確認
する。

○

「個別点検」018　遠隔操作表示装置（本体）（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 アラ－ム出力モニタ動作
試験

表示基板の中にセットされている発光ダイ
オ－ドがアラ－ム項目別に点灯することを
確認する。

○

2 遠隔制御動作試験 制御局からのリモ－ト操作にて正常に動作
することを確認する。

○

3 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

「個別点検」019　レーダ電源制御装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子により各部電
圧を確認する。 ○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

2 復電起動の動作確認 復電後、各装置に電源が供給されることを
確認する。 ○

3 EMERGENCYスイッチの確
認

EMERGENCYスイッチを押すことによりメイ
ンブレーカがトリップすることを確認す
る。

○

4 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。 ○

5 機器本体の清掃等 機器等の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態、緩みなどの無いことを確認
する。 ○

周囲環境を考慮した機能維持

装置正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

仕様測定器 点検目的の概要

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

周囲環境を考慮した機能維持

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

仕様測定器 点検目的の概要

15 機器本体の清掃等

確認事項の概要

No.

4

No.

6

No. 確認事項の概要

点　検　周　期

機器本体の清掃等

点　検　周　期

確認事項の概要

作業の実施範囲、具体的方法

入出力コンソール部の動
作確認

仕様測定器 点検目的の概要 備　考

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

備　考

点　検　周　期

作業の実施範囲、具体的方法

備　考

備　考

周囲環境を考慮した機能維持

3 時刻の確認

5

仕様測定器

作業の実施範囲、具体的方法

点検目的の概要

周囲環境を考慮した機能維持

装置の正常動作の維持

機器本体の清掃等

6



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「総合点検」020　レーダ雨（雪）量計システム（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 運用者等からの確認及び
報告等

前回作業時以降のシステム動作状況等の確
認及び作業結果概要の報告等を行う。

　 ○
システム運用者等との連携及
び効果的な作業実施

2 運用記録の確認 運用状態が正常に、記録されているかを確
認する。

○

3 表示内容の確認 データを正常に受信しているかをディスプ
レイ表示内容で確認する。

○ データの正常性の確認

4 監視制御機能の確認 監視制御装置等による動作及び応答機能を
確認する。

○
遠隔制御機能及びアラーム監
視機能の確認。

処理局、監視制御局

5 時計装置の確認 年月日時分が、正常に表示されていること
を確認する。

○ 時刻の正常性の確認
処理局
関東、近畿合成局

6 記録データの確認 各処理局で記録されているデータの種類内
容を確認する。

○ 記録データの正常性の確認
処理局
関東、近畿合成局

7 装置相互間の関連動作確
認

システム相互間関連動作を確認する。
○

システムの相互間関連動作の
確認

処理局
関東、近畿合成局

8 システム復旧機能確認 電源障害復旧時のシステム復旧機能を確認
する。 ○

電源障害復旧後の正常性の確
認

処理局
関東、近畿合成局

9 バックアップ機能の確認
複数サイトからのデータの複合処理及び結
束、保管処理等の機能を確認する。

○
バックアップ機能の確認。 処理局

関東、近畿合成局

「個別点検」021　レドーム（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

コーキング材の劣化状態を確認する。 ○
雨漏りの有無を確認する。 ○
パネル内外の損傷、塗装状況、及び膨らみ
がないか確認する。

○

ボルトの緩みを確認する。 ○
除雪ロープの状態を確認する。 ○

2 避雷針の接地抵抗確認 避雷針の接地抵抗を測定し確認する。
○ 接地抵抗計

標準値との照合
測定結呆の変化傾向の把握

「個別点検」022　空中線装置（Cバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

安全スイッチの確認及びレドームシャッタ
等との連携を確認する。

○

遠隔操作スイッチによる確認をする。 ○ 総合動作確認とする。

ブラシ、スリップリングの確認及び清掃を
する。 ○

ノギス、温度計また
はサーモラベル

該当設備がある場合に実施

電磁ブレ－キの確認をする。 ○
モ－タ温度を測定し、正常であることを確
認する。（減速機含む）

○

3 ギアヘッドの確認 使用時間等の動作状況を確認する。 ○ 該当設備がある場合に実施
ギアを交換する。 ※
レゾルバ－を確認する。 ○
ギヤ－部の確認及び給脂を行う。 ○
主ギヤー部、減速ギヤー部の確認及び給
脂、給油をする。

○

旋回軸受、歯車等の確認及び給脂をする。 ○
伝達機構から潤滑油漏れがないか確認す
る。

○
該当設備がある場合に実施

6 潤滑油等の確認 各機構部の潤滑油を確認する。 ○
潤滑油を交換する。 ※

7 ロ－タリ－ジョイント部
の確認

導波管、ロータリージョイント部の異音、
その他以上がないか確認する。

○

リング面の確認及び清掃をする。 ○

ブラシの状態を確認する。 ○

ブラシを交換する。 ※

9 架台の水平レベルの確認 反射板を360°回転させた時の水準器の目
盛りを読取り確認する。

○

10 リミットスイッチの動作
確認

空中線のEL系を操作し、スイッチの動作す
る角度を確認する。

○

11 動作状況の確認 空中線駆動時の発生音、におい等に異常が
ないか確認する。

○

導波管取付け状態の確認をする。 ○
導波管加圧装置の動作を確認する。 ○ ストップウォッチ
圧力指示を確認する。 ○
MAIN表示灯の確認をする。 ○
乾燥タンク内の乾燥剤を確認する。 ○
乾燥剤を交換する。 ※
動作回数計指示値を確認する。 ○
保護機構の確認をする。 ○
エアーフィルタの清掃をする。 ○

13 オイルシールの確認 オイルシールの劣化状況を確認する。 ○
14 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態

の確認をする。
○

錆、塗装等の状態を確認する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

備　考

No. 確認事項の概要

機器本体の清掃等

8 スリップリング及びブラ
シの確認清掃

伝達機構確認及び給脂、
給油

5

備　考

確認事項の概要

1

作業の実施範囲、具体的方法

作業の実施範囲、具体的方法

No.

No. 確認事項の概要 備　考

点　検　周　期

外観構造確認

点　検　周　期

スイッチ類の確認

15

12 導波管の取付け及び気密
の確認

点　検　周　期

周囲環境を考慮した機能維持

作業の実施範囲、具体的方法

2 駆動モ－タ確認及び清掃

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

4 角度検出機構確認

1

点検目的の概要

仕様測定器 点検目的の概要

仕様測定器 点検目的の概要

仕様測定器

7



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」023　空中線制御装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い、標準値内であることを確認する。
　標準値　取扱説明書による

○
電圧計、デジタルマ
ルチメータ

装置の正常動作の維持

2 空中線回転速度の確認 空中線が１０回転するために必要な時間
（T）を測定し、１回転の所要時間(T/10)
が標準値内であることを確認する。
　標準値　±５％以内

○ ストップウォッチ

標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

3 ＡＺ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ
せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差
を確認する。
　誤差　　±１°以内

○

4 ＥＬ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ
せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差
を確認する。
　誤差　　±１°以内

○

任意の角度に完全停止させるまでの所要時
間を確認する

○

5 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

備　考

6

作業の実施範囲、具体的方法

機器本体の清掃等

点　検　周　期

No. 確認事項の概要 仕様測定器 点検目的の概要

周囲環境を考慮した機能維持

8



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」024　送信装置（Cバンドレーダ局：新スプリアス規格準拠）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い標準値内であることを確認する。
　標準値　取扱説明書による
表示パネルのメータリングを行い標準値内
であることを確認する。

○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

2 送信出力確認 電力計にて、平均電力を測定し、これによ
り算出を行い規格値内であることを確認す
る。
基準値　送信出力＋20％－50％
標準値　送信出力±10％ ○

パワーメータ

3 送信種信号出力確認 電力計にて、送信種信号を測定し、これに
より算出を行い規格値内であることを確認
する。
基準値　送信種信号出力±２dB
クライストロンもしくは多段半導体送信機
の入力端で測定する。

○

パワーメータ
ピークパワーメータ

測定できる場合は、点検を
実施

4 送信周波数確認 電力計と直列に周波数カウンタ－を接続し
て周波数測定を行い規格値内であることを
確認する。
基準値　指定周波数
標準値　±0.2MHz ○

周波数カウンタ
アッテネータ

5 不要輻射確認 スペクトラムアナライザ等で測定し基準値
内であることを確認する。
　帯域外領域：基本波の平均電力より
　　　　　　　40dBc以下
　スプリアス領域：基本波の平均電力より
　　　　　　　60dBc以下

○

スペクトラムアナラ
イザ

6 トリガ－パルス確認 基準トリガ－と送信トリガ－の間隔をシン
クロスコ－プにて測定を行い標準値内であ
ることを確認する。
標準値　±２％ ○

シンクロスコープ

7 送信パルス幅確認 送信パルス幅をシンクロスコ－プにて測定
を行い標準値内であることを確認する。
標準値　+20％,-0%以内

○

シンクロスコープ
アッテネータ
検波器

8 自蔵計器による確認 各部の電圧／電流を自蔵計器により確認す
る。

○
自蔵計器

9 動作表示及び警報用セン
サ状況確認

各警報用センサ及び表示灯等の動作確認す
る。

○

10 ＶＳＷＲの確認 ＶＳＷＲの測定を行い規格値内であること
を確認する。
標準値　1.4dB以下

○

パワーメータ

クライストロン又は多段半導体等をメータ
リングデータ、使用時間等の動作状況を確
認する。

○

クライストロンを交換する。 ※
12 繰返し周波数の確認 トリガー端子にオシロスコープ又は周波数

カウンターを接続し測定を行い、標準値内
であることを確認する。

○

13 監視ﾓﾆﾀによる確認 監視モニタにて送信出力値を確認し、測定
した送信出力値との相違がないか確認す
る。

○

14 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。 ○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

周囲環境を考慮した機能維持

11 クライストロン又は多段
半導体等の確認

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

備　考仕様測定器 点検目的の概要

機器本体の清掃等15

9



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」025　受信／信号処理装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い標準値内であることを確認する。
　標準値　取扱説明書による
表示パネルのメータリングを行い標準値内
であることを確認する。

○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

2 受信機感度確認 ＳＧ置換により受信機感度の測定を行い標
準値内であることを確認する。
標準値　–110dBm以下

○

標準信号発生機器、
パルスジェネレー
タ、
シンクロスコープ

試験操作により受信機の特性試験を行い標
準値内であることを確認する。

○

ＳＧ置換により受信機特性の測定を行い標
準値内であることを確認する。
　標準値　入力レベル-20dBにおいて、直
　　　　　線範囲が80dB以上の範囲にわ
　　　　　たり対数特性精度±1.0dB以下

○

4 受信レベル差の確認 レーダ近傍のクラッタにて、水平偏波と垂
直偏波の受信電力値を比較して、顕著な差
が無いことを確認する。

○

5 ＴＲリミッタの確認 使用時間等の動作状況を確認交換する。 ○
ＴＲリミッタを交換する。 ※

6 トリガ－系の確認 基本トリガ－より受信ビデオのディレイ時
間を測定し、標準値内であることを確認す
る。

○
オシロスコープ

7 Ａ／Ｄ入出力特性確認 内部電源またはパルスジェネレ－タよりＤ
Ｃ信号入力し、Ａ/Ｄコンバ－タ出力にて
入出力特性の直線性を測定し、標準値内で
あることを確認する。 ○

パルスジェネレータ

8 ＭＴＩ処理機能の確認 パルス変調した波形を入力し、ＭＴＩ処理
機能を測定し、標準値内であることを確認
する。
　標準値　20dB以上

○

オシロスコープ
パルスジェネレータ

9 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

受信機特性確認

10

標準信号発生機器、
オシロスコープ、
電圧計、デジタルマ
ルチメータ

周囲環境を考慮した機能維持

仕様測定器 点検目的の概要確認事項の概要 備　考

機器本体の清掃等

3

No.

点　検　周　期

作業の実施範囲、具体的方法

10



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」026　処理装置（受信／信号処理装置、収集処理装置、データ蓄積装置、解析処理装置）（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 操作部スイッチ機能の確
認

各スイッチ類による機能の確認をする。
○ 装置の正常動作の維持

2 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行
い標準値内であることを確認する。
　標準値　AC入力電圧±3％
　　　　　DC出力電圧±10％

○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

3 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対
象となるものは交換する。

○
必要となる装置のみ。

4 自動再起動の動作確認 停電復旧後、自動的にシステムが再起動す
ることを確認する。

○

5 予備機等の設定確認 現用機と予備機の設定情報が同じか確認す
る。

○
該当設備がある場合は、点
検を実施

キーボードの動作確認及び表示の確認をす
る。

○
必要となる装置のみ。

ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズな
どの確認する。 ○

7 ハードディスクの動作確
認

ハードディスクアクセスランプの目視確認
とOS異常ログの確認を行う。 ○

8 テストプログラムによる
動作確認

テストプログラムにより動作が正常である
ことを確認する。

○

9 パラメーターファイルの
バックアップ

全てのパラメーターデータのバックアップ
を取得する

○

10 制御機能の確認 制御信号により各装置の制御が正しく行わ
れることを確認する。

○

11 監視機能の確認 各装置からの状態等ステータス情報が正し
く表示できることを確認する。

○

12 時刻の確認 時計表示が時報と合致していることを確認
する。

○

13 記録データの確認 記録されているデータの種別・期間を確認
し正しく記録されていることを確認する。

○

14 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
の確認をする。 ○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○
機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

備　考仕様測定器

点　検　周　期

機器本体の清掃等

確認事項の概要 点検目的の概要作業の実施範囲、具体的方法

入出力コンソール部の動
作確認

15

No.

6

周囲環境を考慮した機能維持

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

11



ＭＰレーダ雨量計設備点検基準（案）

「個別点検」027　時計装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子等により各電
圧を確認する。 ○

電圧計、デジタルマ
ルチメータ

2 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対
象となるものは交換する。

○

親時計と子時計の時刻が、標準時計と合っ
ていることを確認する。

○

ＦＭ放送受信状況が、正常であることを確
認する。

○

4 接続部の確認 ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩
み等のないことを確認する。

○

機器本体外面の清掃をする。 ○
ファン、フィルタの清掃をする。 ○
機器据付状態、緩みなどのないことを確認
する。

○

「個別点検」028　監視制御端末（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 アラ－ム出力モニタ動作
試験

表示基板の中にセットされている発光ダイ
オ－ドがアラ－ム項目別に点灯することを
確認する。

○

2 遠隔制御動作試験 制御局からのリモ－ト操作にて正常に動作
することを確認する。

○

3 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

機器本体の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態の確認をする。 ○

「個別点検」029　レーダ電源制御装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子により各部電
圧を確認する。

○
電圧計、デジタルマ
ルチメータ

標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

2 復電起動の動作確認 復電後、各装置に電源が供給されることを
確認する。 ○

3 EMERGENCYスイッチの確
認

EMERGENCYスイッチを押すことによりメイ
ンブレーカがトリップすることを確認す
る。

○

4 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態
を確認する。

○

5 機器本体の清掃等 機器等の内外面を清掃する。 ○
機器据付状態、緩みなどの無いことを確認
する。

○

備　考

備　考

周囲環境を考慮した機能維持

3 時刻の確認

5

仕様測定器

作業の実施範囲、具体的方法確認事項の概要

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

備　考

点　検　周　期

機器本体の清掃等

点　検　周　期

確認事項の概要No.

4

No.

機器本体の清掃等

作業の実施範囲、具体的方法

仕様測定器 点検目的の概要

周囲環境を考慮した機能維持

装置正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

仕様測定器 点検目的の概要

装置の正常動作の維持
標準値との照合
測定結果の変化傾向の把握

点検目的の概要

周囲環境を考慮した機能維持

装置の正常動作の維持

12



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「総合点検」　001　レーダ雨（雪）量計システム（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 運用者等からの確認及び報告等 　 ○ －
2 運用記録の確認 ○ -
3 表示内容の確認 ○ -
4 監視制御機能の確認 ○ 100局 18.800 18.800
5 時計装置の確認 ○ 100局 7.500 7.500
6 記録データの確認 ○ 100局 7.500 7.500
7 装置相互間の関連動作確認 ○ 100局 9.400 9.400
8 システム復旧機能確認 ○ 100局 9.400 9.400
9 バックアップ機能の確認 ○ 100局 9.400 9.400

注：監視制御局は、処理局の　×０.７倍とする。

単位No. 確認事項の概要

点　検　周　期

備　考

試行歩掛（人）

1



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　011　レドーム（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

○ 100基 1.250 1.250 コーキング材確認

○ 100基 2.500 2.500 雨漏り確認

○ 100基 2.500 2.500 損傷、塗装確認

○ 100基 1.250 1.250 ボルト緩み確認

○ 100基 1.250 1.250 除雪ロ－プ確認

2 避雷針の接地抵抗確認 ○ 100基 2.500 2.500

「個別点検」　012　空中線装置（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250 ブラシ等の確認清掃

○ 100基 1.250 1.250 電磁ブレーキ確認

○ 100基 1.250 1.250 モータ温度確認

3 ギアヘッドの確認 ○ 100基 1.250 1.250 ギア確認

※ 100基 75.000 75.000 ギア交換

○ 100基 1.250 1.250 レゾルバー確認

○ 100基 2.500 2.500 ギヤ―確認、給脂

○ 100基 5.000 5.000
ギヤ―確認、給脂・給
油

○ 100基 2.500 2.500 旋回軸受等確認、給脂

○ 100基 2.750 2.750 潤滑油漏れ確認

○ 100基 1.250 1.250 タイミングベルト確認

※ 100基 37.500 37.500 タイミングベルト交換

6 潤滑油等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
※ 100基 25.000 25.000 潤滑油の交換

7 ロ－タリ－ジョイント部の確認 ○ 100基 2.080 2.080

○ 100基 5.210 5.210
リング面の確認

○ 100基 3.130 3.130 ブラシ状態の確認

※ 100基 50.000 50.000 ブラシの交換

9 架台の水平レベルの確認 ○ 100基 2.500 2.500
10 リミットスイッチの動作確認 ○ 100基 1.250 1.250
11 動作状況の確認 ○ 100基 3.130 3.130

○ 100基 1.250 1.250 取付状態確認

○ 100基 1.250 1.250 加圧装置の動作確認

○ 100基 1.250 1.250 圧力指示値の確認

○ 100基 1.250 1.250 MAIN表示灯の確認

○ 100基 1.250 1.250 乾燥タンク内の確認

※ 100基 12.500 12.500 乾燥剤の交換

○ 100基 1.250 1.250
動作回数計指示値の確
認

○ 100基 1.250 1.250 保護機構の確認

○ 100基 1.250 1.250 エアフィルターの清掃

13 オイルシールの確認 ○ 100基 2.500 2.500
14 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 錆・塗装確認
○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

※点検結果により必要に応じて交換を実施する。

No. 確認事項の概要

No.

12 導波管の取付け及び気密の確認

伝達機構確認及び給脂、給油

15 機器本体の清掃等

5

8 スリップリング及びブラシの確
認清掃

単位

単位

点　検　周　期

確認事項の概要

2 駆動モ－タ確認及び清掃

4

点　検　周　期

1

1 外観構造確認

2.500 2.500

試行歩掛（人）

角度検出機構確認

スイッチ類の確認

備　考

備　考

試行歩掛（人）

2



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　013　空中線制御装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
2 空中線回転速度の確認 ○ 100基 1.250 1.250
3 ＡＺ角度精度の確認 ○ 100基 5.410 5.410
4 ＥＬ角度精度の確認 ○ 100基 3.130 3.130 角度精度の確認

○ 100基 2.500 2.500 停止時間の確認
5 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 1.250 1.250
ファンモジュールの確
認・清掃

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

「個別点検」　014　送信装置（Xバンドレーダ局：新スプリアス規格準拠）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 送信出力確認 ○ 100基 3.890 3.890
3 送信種信号出力確認 ○ 100基 5.250 5.250
4 送信周波数確認 ○ 100基 3.890 3.890
5 不要輻射確認 ○ 100基 22.520 22.520
6 トリガ－パルス確認 ○ 100基 3.890 3.890
7 送信パルス幅確認 ○ 100基 3.890 3.890
8 自蔵計器による確認 ○ 100基 2.500 2.500
9 動作表示及び警報用センサ状況

確認
○ 100基 2.500 2.500

10 ＶＳＷＲの確認 ○ 100基 7.640 7.640

○ 100基 4.170 4.170
ｸﾗｲｽﾄﾛﾝ又は多段半導体
の確認

○ 100基 50.000 50.000 ｸﾗｲｽﾄﾛﾝの交換

12 繰返し周波数の確認 ○ 100基 2.500 2.500
13 監視ﾓﾆﾀによる確認 ○ 100基 1.250 1.250
14 接続部の確認 ○ 100基 2.500 2.500

○ 100基
ファンモジュールの確
認・清掃

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

「個別点検」　015　受信／信号処理装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 受信機感度確認 ○ 100基 13.880 13.880

○ 100基 7.640 7.640 動作監視部の確認

○ 100基 13.890 13.890 受信特性の確認

4 受信レベル差の確認 ○ 100基 4.250 4.250
5 ＴＲリミッタの確認 ○ 100基 7.000 7.000 TRリミッタの確認

※ 100基 18.750 18.750 TRリミッタの交換

6 トリガ－系の確認 ○ 100基 4.580 4.580
7 Ａ／Ｄ入出力特性確認 ○ 100基 14.580 14.580
8 ＭＴＩ処理機能の確認 ○ 100基 8.330 8.330
9 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基
ファンモジュ－ル確
認・清掃

○ 100基 機器のを清掃
○ 100基 機器据付確認

※点検結果により必要に応じて交換を実施する。

11 クライストロン又は多段半導体
等の確認

No. 確認事項の概要

No.

3

10

No.

15

6

機器本体の清掃等

点　検　周　期

5.000

5.000

備　考

5.000

機器本体の清掃等

試行歩掛（人）

確認事項の概要

受信機特性確認

5.000

単位

確認事項の概要

点　検　周　期

試行歩掛（人）

単位

単位

機器本体の清掃等

備　考

点　検　周　期

2.500 2.500

備　考

試行歩掛（人）

3



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　016　処理装置（受信／信号処理装置、データ変換装置、データ蓄積装置）（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 操作部スイッチ機能の確認 ○ 100基 2.500 2.500
2 電圧等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
3 電池の交換 ○ 100基 2.500 2.500
4 自動再起動の動作確認 ○ 100基 5.000 5.000
5 予備機等の設定確認

○ 100基 5.000 5.000
該当設備がある場合に
実施

○ 100基 2.500 2.500 キーボード動作確認

○ 100基 2.500 2.500 ディスプレイ画面確認

7 ハードディスクの動作確認 ○ 100基 2.500 2.500
8 テストプログラムによる動作確

認
○ 100基 5.000 5.000

9 パラメーターファイルのバック
アップ

○ 100基 2.500 2.500

10 制御機能の確認 ○ 100基 5.000 5.000
11 監視機能の確認 ○ 100基 2.500 2.500
12 時刻の確認 ○ 100基 1.250 1.250
13 記録データの確認 ○ 100基 2.500 2.500
14 接続部の確認 ○ 100基 2.500 2.500

○ 100基
ファンモジュ－ル確
認・清掃

○ 100基 機器のを清掃
○ 100基 機器据付確認

「個別点検」　017　データ変換装置内時計装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 電池の交換 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 1.250 1.250 時計時刻確認

○ 100基 1.250 1.250 FM受信確認

4 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250 機器本体清掃

○ 100基 1.250 1.250 ファン、フィルタ清掃

○ 100基 1.250 1.250 機器据付確認

「個別点検」　018　遠隔操作表示装置（本体）（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 アラ－ム出力モニタ動作試験 ○ 100基 5.000 5.000
2 遠隔制御動作試験 ○ 100基 5.000 5.000
3 接続部の確認 ○ 100基 2.500 2.500

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

No.

15

6

5.000

時刻の確認

備　考

備　考

4

No.

5.000 5.000

試行歩掛（人）

確認事項の概要

機器本体の清掃等

確認事項の概要

点　検　周　期

No.

5.000

試行歩掛（人）

試行歩掛（人）

点　検　周　期

確認事項の概要

点　検　周　期

3

5

単位

単位

単位

機器本体の清掃等

機器本体の清掃等

入出力コンソール部の動作確認

備　考

4



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　019　レーダ電源制御装置（Xバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 復電起動の動作確認 ○ 100基 1.250 1.250
3 EMERGENCYスイッチの確認 ○ 100基 1.250 1.250
4 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250
5 機器本体の清掃等 ○ 100基 1.250 1.250

試行歩掛（人）

No. 確認事項の概要

点　検　周　期

備　考単位

5



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「総合点検」　020　レーダ雨（雪）量計システム（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 運用者等からの確認及び報告等 　 ○ －
2 運用記録の確認 ○ -
3 表示内容の確認 ○ -
4 監視制御機能の確認 ○ 100局 18.800 18.800
5 時計装置の確認 ○ 100局 7.500 7.500
6 記録データの確認 ○ 100局 7.500 7.500
7 装置相互間の関連動作確認 ○ 100局 9.400 9.400
8 システム復旧機能確認 ○ 100局 9.400 9.400
9 バックアップ機能の確認 ○ 100局 9.400 9.400

注：監視制御局は、処理局の　×０.７倍とする。

備　考単位No. 確認事項の概要

点　検　周　期 試行歩掛（人）

15



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　021　レドーム（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

○ 100基 1.250 1.250 コーキング材確認

○ 100基 2.500 2.500 雨漏り確認

○ 100基 2.500 2.500 損傷、塗装確認

○ 100基 1.250 1.250 ボルト緩み確認

○ 100基 1.250 1.250 除雪ロープ確認

2 避雷針の接地抵抗確認 ○ 100基 2.500 2.500

「個別点検」　022　空中線装置（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250 ブラシ等の確認清掃

○ 100基 1.250 1.250 電磁ブレーキ確認

○ 100基 1.250 1.250 モータ温度確認

3 ギアヘッドの確認 ○ 100基 1.250 1.250 ギア確認

※ 100基 75.000 75.000 ギアの交換

○ 100基 1.250 1.250 レゾルバー確認

○ 100基 2.500 2.500 ギヤ確認、給脂

○ 100基 5.000 5.000
ギヤ確認、給脂・給
油

○ 100基 2.500 2.500
旋回軸受等確認、給
脂

○ 100基 2.750 2.750 潤滑油漏れ確認

6 潤滑油等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
※ 100基 25.000 25.000 潤滑油の交換

7 ロ－タリ－ジョイント部の確認 ○ 100基 3.150 2.080

○ 100基 6.250 5.210
リング面の確認

○ 100基 4.170 3.130 ブラシ状態の確認

※ 100基 50.000 50.000 ブラシの交換

9 架台の水平レベルの確認 ○ 100基 2.500 2.500
10 リミットスイッチの動作確認 ○ 100基 1.250 1.250
11 動作状況の確認 ○ 100基 3.130 3.130

○ 100基 1.250 1.250 取付状態確認

○ 100基 1.250 1.250 加圧装置の動作確認

○ 100基 1.250 1.250 圧力指示値の確認

○ 100基 1.250 1.250 MAIN表示灯の確認

○ 100基 1.250 1.250 乾燥タンク内の確認

※ 100基 12.500 12.500 乾燥剤の交換

○ 100基 1.250 1.250
動作回数計指示値の
確認

○ 100基 1.250 1.250 保護機構の確認

○ 100基 1.250 1.250
エアフィルターの清
掃

13 オイルシールの確認 ○ 100基 2.500 2.500
14 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 錆・塗装確認
○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

※点検結果により必要に応じて交換を実施する。

備　考

備　考

点　検　周　期

単位

単位

点　検　周　期

スイッチ類の確認1

12

伝達機構確認及び給脂、給油

スリップリング及びブラシの確
認清掃

2.500 2.500

試行歩掛（人）

試行歩掛（人）

導波管の取付け及び気密の確認

No. 確認事項の概要

1

No.

外観構造確認

確認事項の概要

2 駆動モ－タ確認及び清掃

4 角度検出機構確認

15 機器本体の清掃等

5

8

16



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　023　空中線制御装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
2 空中線回転速度の確認 ○ 100基 1.250 1.250
3 ＡＺ角度精度の確認 ○ 100基 5.410 5.410
4 ＥＬ角度精度の確認 ○ 100基 3.130 3.130 角度精度の確認

○ 100基 2.500 2.500 停止時間の確認
5 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 1.250 1.250
ファンモジュ－ル確
認・清掃

○ 100基 機器のを清掃
○ 100基 機器据付確認

「個別点検」　024　送信装置（Cバンドレーダ局：新スプリアス規格準拠）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 送信出力確認 ○ 100基 3.890 3.890
3 送信種信号出力確認 ○ 100基 5.250 5.250
4 送信周波数確認 ○ 100基 3.890 3.890
5 不要輻射確認 ○ 100基 22.520 22.520
6 トリガ－パルス確認 ○ 100基 3.890 3.890
7 送信パルス幅確認 ○ 100基 3.890 3.890
8 自蔵計器による確認 ○ 100基 2.500 2.500
9 動作表示及び警報用センサ状況

確認
○ 100基 2.500 2.500

10 ＶＳＷＲの確認 ○ 100基 7.640 7.640

○ 100基 4.170 4.170
ｸﾗｲｽﾄﾛﾝ又は多段半導
体の確認

○ 100基 50.000 50.000 ｸﾗｲｽﾄﾛﾝの交換

12 繰返し周波数の確認 ○ 100基 2.500 2.500
13 監視ﾓﾆﾀによる確認 ○ 100基 1.250 1.250
14 接続部の確認 ○ 100基 2.500 2.500

○ 100基
ファンモジュールの
確認・清掃

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

「個別点検」　025　受信／信号処理装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 受信機感度確認 ○ 100基 13.880 13.880

○ 100基 7.640 7.640 動作監視部の確認

○ 100基 13.890 13.890 受信特性の確認

4 受信レベル差の確認 ○ 100基 4.250 4.250
5 ＴＲリミッタの確認 ○ 100基 7.000 7.000 TRリミッタの確認

※ 100基 18.750 18.750 TRリミッタの交換

6 トリガ－系の確認 ○ 100基 4.580 4.580
7 Ａ／Ｄ入出力特性確認 ○ 100基 14.580 14.580
8 ＭＴＩ処理機能の確認 ○ 100基 8.330 8.330
9 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基
ファンモジュールの
確認・清掃

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

※点検結果により必要に応じて交換を実施する。

点　検　周　期

単位

単位

2.500 2.500

点　検　周　期 試行歩掛（人）

6

No.

単位

試行歩掛（人）

No.

No. 確認事項の概要 備　考

備　考

試行歩掛（人）

クライストロン又は多段半導体
等の確認

5.000 5.000

機器本体の清掃等

確認事項の概要

確認事項の概要

点　検　周　期

受信機特性確認

備　考

11

15 機器本体の清掃等

5.000 5.000

機器本体の清掃等

3

10

17



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　026　処理装置（受信／信号処理装置、収集処理装置、データ蓄積装置、解析処理装置）（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 操作部スイッチ機能の確認 ○ 100基 2.500 2.500
2 電圧等の確認 ○ 100基 2.500 2.500
3 電池の交換 ○ 100基 2.500 2.500
4 自動再起動の動作確認 ○ 100基 5.000 5.000
5 予備機等の設定確認

○ 100基 5.000 5.000
該当設備がある場合
に実施

○ 100基 2.500 2.500 キーボード動作確認

○ 100基 2.500 2.500
ディスプレイ画面確
認

7 ハードディスクの動作確認 ○ 100基 2.500 2.500
8 テストプログラムによる動作確

認
○ 100基 5.000 5.000

9 パラメーターファイルのバック
アップ

○ 100基 2.500 2.500

10 制御機能の確認 ○ 100基 5.000 5.000
11 監視機能の確認 ○ 100基 2.500 2.500
12 時刻の確認 ○ 100基 1.250 1.250
13 記録データの確認 ○ 100基 2.500 2.500
14 接続部の確認 ○ 100基 2.500 2.500

○ 100基
ファンモジュールの
確認・清掃

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

「個別点検」　027　時計装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 電池の交換 ○ 100基 1.250 1.250

○ 100基 1.250 1.250 時計時刻確認

○ 100基 1.250 1.250 FM受信確認

4 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250
○ 100基 1.250 1.250 機器本体清掃

○ 100基 1.250 1.250
ファン、フィルタ清
掃

○ 100基 1.250 1.250 機器据付確認

「個別点検」　028　監視制御端末（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 アラ－ム出力モニタ動作試験 ○ 100基 5.000 5.000
2 遠隔制御動作試験 ○ 100基 5.000 5.000
3 接続部の確認 ○ 100基 2.500 2.500

○ 100基 機器の清掃
○ 100基 機器据付確認

機器本体の清掃等

5.000

点　検　周　期

4

No.

3

5

15 機器本体の清掃等

6 入出力コンソール部の動作確認

5.0005.000

単位

単位

機器本体の清掃等

点　検　周　期

確認事項の概要

時刻の確認

試行歩掛（人）

単位

5.000

備　考

備　考

備　考

確認事項の概要

No.

No.

試行歩掛（人）

確認事項の概要

点　検　周　期 試行歩掛（人）

18



ＭＰレーダ雨量計設備点検業務積算基準（案）

「個別点検」　029　レーダ電源制御装置（Cバンドレーダ局）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

技術者 技術員

1 電圧等の確認 ○ 100基 1.250 1.250
2 復電起動の動作確認 ○ 100基 1.250 1.250
3 EMERGENCYスイッチの確認 ○ 100基 1.250 1.250
4 接続部の確認 ○ 100基 1.250 1.250
5 機器本体の清掃等 ○ 100基 1.250 1.250

点　検　周　期

No. 確認事項の概要 備　考単位

試行歩掛（人）

19


